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                       統計数理研究所仁 木 直 人
 数式処理システムは，数値計算と同様に，科学技術研究に欠くことができたいものとなりつ
つある．このようた時に，多分野の研究者が集まり，数式処理およびそれに関係する話題につ
いて討論を行うことは意義が大きいと思われる．この研究会の目的は以下のようである．
 a．数式処理研究者，数式処理に関心の深い統計研究者，数式処理を各方面で応用し成果を挙
げつつある研究者との間の討論に基づき，数式処理システムの主に応用面での問題点，課題等
を明らかにする．
 b．公開の研究会とすることにより，数式処理を利用しようと考えている研究者，これから勉
強しようとしている学生等への啓蒙・普及を図る．
 C．使い勝手の良い国産の数式処理システムの開発計画を推進するために，その母体とたる
研究組織，研究体制，研究方針の検討を行う．
